
１．総括

(1)  人件費の状況 （普通会計決算）

（注）1 人件費には、特別職に支給される給料等を含みます。
2 住民基本台帳人口は、令和2年1月1日現在のものです。

(2)  職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）1 職員手当には退職手当を含みません。
2 職員数は、令和元年4月1日現在の人数です。
3 給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数には当該職員を

含んでいません。

(3)  ラスパイレス指数の状況

（注）1 ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、
学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数です。

2 （）書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数です。地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味した地域
における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数です。
（補正前のラスパイレス指数×（1＋さいたま市の地域手当支給率）／（1＋国の指定基準に基づく地域手当支給率）により算出。）

※ 令和2年4月1日のラスパイレス指数が、①3年前に比べ1ポイント以上上昇している場合、②3年連続で上昇している場合、
　　③100を超えている場合について、その理由及び改善の見込みについて
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　　　 千円　　　 千円
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　指数が100を超え、類似団体と比較しても高い状態で推移しています。これは、職員構成の相違のほか、キャリア最
終盤における給与水準の上昇の抑制が国や類似団体に比べて弱いこと等が要因と考えているところです。
　本市では、平成28年度に実施した「給与制度の総合的見直し」により、給料表について国を上回る引下げを行うとと
もに、年功的な給与水準の抑制を図ったところであり、その効果をしっかりと検証し、引き続き市人事委員会勧告に基
づく適正な給与水準の確保に努めてまいります。
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(4)  給与改定の状況
①月例給

（参考）

％

（注） 「民間給与」、「職員給与」は、人事委員会勧告において公民の4月分の給与額をラスパイレス比較した平均給与月額です。

②特別給（期末・勤勉手当）
（参考）

（注）

(5)  給与制度の総合的見直しの実施状況について

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合の
　　　　 見直し等に取り組むとされています。

①給料表の見直し

［　実施　］

　実施内容（平均引下げ率、実施時期、経過措置の有無等具体的な内容）

（給料表の改定実施時期）　平成28年4月1日

（内容）
　行政職給料表について、平成27年のさいたま市人事委員会勧告に基づき、平均2.6％の引下げ。初任給に係る1級
については、人材確保の観点から据置き。また、2級以上の級については、職務・職責、高齢層職員の在職状況等を
考慮して、最大で4.4％の引下げ。
　その他の給料表については、行政職給料表との均衡等を踏まえて、見直しを実施（医療職給料表（1）については、
医師の処遇を確保する観点から、据置き）。

②地域手当の見直し

　実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合）

（支給割合）　国基準15％に対し、さいたま市においても15％を支給。

（実施時期）　平成28年4月1日より実施。段階的に支給割合を引上げることとし、平成29年4月1日時点は14％、給与
　　　　改定後は平成29年4月に遡及し14.26％、平成30年4月1日から15％を支給。

③その他の見直し内容

　管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国に準じて見直しを実施。（平成28年4月1日実施）
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(1)  職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和２年4月1日現在）

（注）1

2

3

（注）1 「平均給料月額」とは、令和2年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
2

3 埼玉県、政令指定都市の各平均は、小・中学校（幼稚園）教育職として計算したものです。

円

4,166,100円廃棄物処理業
従業員

対応する
民間の

類似職種 Ｃ／Ｄ

平均給料月額

55.9 歳 2,862,400円
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1.83

政令指定都市平均

円

清 掃 職 員

44.5

④小・中学校教育職　

歳

歳 364,779

「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当
の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
また、金額は比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出しています。

平均給料月額

円 412,390
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歳
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歳
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346,474

3,678,300円

平均年齢

民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。（平成29～平成31年の３ヶ年平均）
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年収ベースの「さいたま市（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍したものに、さいたま市において
は前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値です。

年収ベース（試算値）の比較
平均給与月額
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２．職員の平均給与月額、初任給等の状況
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円
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歳
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歳
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43.4
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技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、さいたま市では正規職員のみの状況であるのに対し、民間はアルバイト
等非正規職員を含んだ状況であり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているものではありません。

なお、廃棄物処理業従業員及び用務員については、全国平均データを使用し、調理士については、埼玉県内平均データを
使用しています。

用務員



(2)  職員の初任給の状況（令和2年4月1日現在）

(3)  職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和２年4月1日現在）

(1)  一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和2年4月1日現在）

（注）１ 標準的な職務名は、それぞれの級に該当する一般的な職務の名称を例示しています。
２ （　　　）は、女性職員の内数です。

円
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323,200

国

－

高校卒

円 円

円
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経験年数25年

円
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円 円

210,800 214,111 －
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円
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円
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－
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1 級

円
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円
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３．一般行政職の級別職員数等の状況
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計
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％
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％
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％
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(2)  国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（令和2年4月1日現在）

(3)  昇給への人事評価の活用状況（さいたま市）

昇給実績がある区分 昇給可能な区分活用している昇給区分 昇給可能な区分

　標準、下位の区分

　ロ　人事評価を活用していない

一般職員

○　上位、標準、下位の区分

○

　標準の区分のみ（一律）

昇給実績がある区分

　イ　人事評価を活用している

　上位、標準の区分 ○

活用予定時期

特定管理職員

○ ○

令和2年4月2日から令和3年4月1日
までにおける運用

○



４．職員の手当の状況

　　 1,631 千円 　　 1,755 千円

○勤勉手当への人事評価の活用状況（さいたま市：一般行政職）

月分 月分
月分 月分
月分 月分
月分 月分

（注） 1人当たり平均支給額は、令和元年度に退職した職員に支給された平均額です。

％ 人 ％
％ 人 ％

円

千円2,738

医療職給料表(1)適用者(医師) 16

47.709

支給可能な成績率

国

期末手当
　（令和元年度支給割合)

埼玉県

(1.45)月分 (0.9)月分

　（令和元年度支給割合)

―

期末手当 勤勉手当

　1人当たり平均支給額（令和元年度）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　（令和元年度支給割合)

職制上の段階、職務の級等による加算措置

勤勉手当

33.27075
39.7575 47.709

最高限度額

・役職加算　5～20％　・役職加算　5～20％　

24.586875 勤続20年
応募認定・定年勧奨・定年 支給率自己都合

1人当たり
平均支給額

定年前早期退職特例措置
（2～45%加算）

(2)  退職手当（令和2年4月1日現在）

勤続25年勤続25年

・役職加算　5～20％　

勤続35年

22,387

最高限度額

勤勉手当

572,845

千円

本市と同じ

19.6695

支給実績（令和元年度決算） 8,872,804

支給率

　(加算措置の状況)

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置
（2～20%加算）

その他の加算措置

28.0395

国
自己都合

　1人当たり平均支給額（令和元年度）

活用している成績率

(3)  地域手当（令和2年4月1日現在）

勤続20年

上記の適用者以外

職制上の段階、職務の級等による加算措置

国の制度（支給率）
125

支給対象

　上位、標準の成績率 ○

47.709

1.9月分

　(加算措置の状況)

15 14,703 15

特定管理職員 一般職員

　ロ　人事評価を活用していない

さいたま市

・管理職加算　10～25％　

期末手当

活用予定時期

支給実績がある成績率 支給可能な成績率 支給実績がある成績率

・管理職加算　15～25％　

16

支給職員1人当たり平均支給年額（令和元年度決算）

支給対象職員数

勤続35年

○ ○

　上位、標準、下位の成績率

令和2年度中における運用

(1)  期末手当・勤勉手当

　標準の成績率のみ（一律）

○

本市と同じ

　(加算措置の状況)

本市と同じ

さいたま市

○ ○

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

2.60月分

　標準、下位の成績率

　イ　人事評価を活用している

支給率

千円



千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

葬祭業務手当

変則勤務手当

病院等で行う医療業務

7,016

消防業務手当

食肉中央卸売市場又はと畜場の業務 783

3,113

26,229

高所や深所等の特殊な現場で行う業務

動物取扱業務手当

病院等の業務

病理解剖の補助業務

千円

千円

千円353

565

932

１回280円等

直接患者に接することを常
例とする職員

臨床検査技師

千円

夜間看護業務手当

病院等業務手当

福祉保健業務手当

１体2,000円

斎場の職員

33,756

4,889

0

病理解剖補助業務手当

医療業務手当

千円

110

班編成の作業で指導業務
に従事する職員

日額300円

日額300円等

千円

助産師・看護師・准看護
師

日額460円

１件2,000円

試験、検査等業務手当

福祉課のケースワー
カー等

福祉課の職員

環境科学課等右記の業
務に従事した職員

獣医師

千円

有機溶剤を使用した試験、検査等の業務

放射線装置を使用して行う撮影、透視等の業務

千円

一般

右記の施設の職員

一般

自動車整備業務

感染症の患者等の救護業務、感染症等の病原体
に汚染された物件等の処理業務、
伝染性疾病等の病原体を保有する獣畜等に対す
る防疫業務、
人体に有害な薬品を使用する薬剤散布及び特殊
な農薬を使用する農作物病害虫防除業務

葬祭業務、葬祭用具等の提供若しくは撤去又は
出棺等の業務

正規の勤務時間が深夜に割り振られている職員
の深夜における勤務

千円

作業指導業務手当

清掃業務手当

感染症等の病原体に汚染された検体等の試験、
検査等の業務

病院において正規の勤務時間外に緊急の呼出し
に応じて行う診療業務

教育業務連絡指導手当

狂犬病の病性鑑定検査の業務等

犬の捕獲等の業務

千円

日額500円

自動車整備業務手当

(4)  特殊勤務手当（令和2年4月1日現在）

日額150円

日額400円等

１回1,000円

日額1,000円

一般

消防職員

保健科学課等右記の業
務に従事した職員

特殊現場業務手当

分べん業務手当

１件600円

用地交渉等業務手当

円

税務等業務手当

全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和元年度）

災害対策業務手当

防疫等業務手当

日額200円

138,117

833

3,096

日額400円

勤務１回3,600円等

犬、猫等の死がいの取扱業務

獣畜の生体検査、解体前検査又は解体後検査の
業務

火災出場業務等

１件10,000円等

日額4,000円等

ガス、粉じんその他の有毒物、高熱、騒音等が発
散する場所において行う環境の調査又は指導の
業務

病院で行うリスクの高い分べんに係る業務等

日額150円

日額200円

661 千円

千円

日額200円等

千円

千円

日額250円

日額320円等

日額400円

福祉事務所のケース
ワーカー等

り災救助業務

ごみ、汚泥又はし尿の収集業務等

死体を取り扱う業務死体取扱業務手当

支給実績（令和元年度決算）

救急業務手当

整備管理者

一般

診療放射線技師及びこ
れを補助する職員

特殊車両等運転業務手当

獣医師

一般

保健科学課及び
生活科学課の職員

土木等業務手当

日額210円

社会福祉に関する指導監督又は現業の業務、精
神保健及び精神障害者の福祉に関する業務

日額310円

242

58

千円

特殊車両等の運転等の業務

日額300円

日額550円等

１件250円

日額600円等

食肉中央卸売市場又は
と畜場の職員

道路又は水路の工事業務

40,540

0

手当の名称 支給単価

3,463

232

千円

千円49,588

り災救助業務手当

卸売市場及びと畜場業務手当

勤務１回1,000円

正規の勤務時間が深夜に割り振られている看護
業務

1

行旅死病人の救護又は収容の業務

日額400円

庁外における市税等の調査、検査、徴収又は滞
納処分に関する業務

区分

行旅病人及び行旅死亡人取扱
業務手当

産婦人科の医師

連絡調整及び指導助言等の職務
（教育職員が主任等の職務に従事した場合）

教育職員

千円

支給職員1人当たり平均支給年額（令和元年度決算）

170,604

74,813

1,027,613

１件1,800円等

日額390円

167,276

1,585

道路維持課の職員

医師

病院に勤務する医師等 勤務１回1,620円等

正規の勤務時間が深夜
に割り振られている職員

一般

日額8,000円等千円298,759
非常災害時等の緊急業務、
修学旅行等における指導業務

教育職員教員特殊業務手当

一般

％

支給実績
（令和元年度決算）

千円

132,476

清掃作業又は土木作業の指導業務

廃棄物処理施設、下水及びし尿処理施設の業務

主な支給対象職員 主な支給対象業務

指定管理職員とそれ以外の
庁外従事職員

福祉事務所のケース
ワーカー、保健センター
の職員等

土地取得、換地及び借地並びにこれらに伴う補償
の交渉業務

28

51.8

災害発生時におけるその対策業務

手当の種類（手当数）

日額350円



（注） 職員１人当たりの平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（各年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の総職員数
（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

(6)  その他の手当（令和2年4月1日現在）

571

宿日直手当

手 当 名

1,087,961千円

同じ

内容及び支給単価

配偶者： 6,500円
子　　　：10,000円
父母等： 6,500円
配偶者がいない場合の扶養親族
１人目：10,000円（子）、6,500円
（父母等）
満16歳の年度初めから満22歳の
年度末までの子１人に対する加
算：5,000円

通勤手当

住居手当

職員1人当たり平均支給年額（令和元年度決算） 645

5,013,778

1,171,497千円

職員1人当たり平均支給年額（平成30年度決算）

1,222,726千円

管理又は監督の地位にある職員
に支給：65,000～152,000円

支給額

98,680円

管理職手当

千円

76,720円

借家・借間：家賃に応じて28,000
円を限度に支給

同じ

交通機関等利用：6か月定期券
の利用など、最も経済的かつ合
理的である運賃等の額
交通用具使用：用具使用距離に
応じ、2,000円～31,600円
※支給限度月額　55,000円

扶養手当

支給職員1人当たり
平均支給年額

（令和元年度決算額）
国の制度と異なる内容

支給実績
（令和元年度決算額）

178,413千円

2,973,982円

支給額

義務教育諸学校等に勤務する教
職員に支給：2,000円～8,000円

32,171円

118,093円

千円

千円

53,634円

支給実績（平成30年度決算）

千円

286,991円

(5)  時間外勤務手当等

支給実績（令和元年度決算）

233,389円

異なる

宿直勤務又は日直勤務を命ぜら
れた職員に支給：6,000～40,000
円

正規の勤務時間として、午後10
時から翌日の午前5時までの間
に勤務した職員に支給：勤務1時
間につき勤務1時間当たりの給与
額の25/100

毎年11月から3月までの各月の
初日において、寒冷地（福島県
南会津郡南会津町）に勤務する
職員に支給
　世帯主（ 扶養有）：17,800円
　世帯主（ 扶養無）：10,200円
　その他：7,360円

寒冷地手当

単身赴任手当

724,800千円

4,104千円

臨時又は緊急の必要により、週
休日、休日等又は平日深夜に勤
務した指定管理職員に支給：
4,000～18,000円

25,801千円異なる

同じ

義務教育等
教員特別手当

管理職員
特別勤務手当

公署を異にする異動に伴い住居
を移転し、やむを得ない事情に
より同居していた配偶者等と別居
し、単身で生活する職員に支給：
配偶者等の住居から新たな勤務
先までの距離が60km以上の場
合　30,000円（移転後の住居から
配偶者等の住居までの距離に応
じて、8,000～70,000円を加算）

異なる

同じ

夜間勤務手当

45,938千円

同じ

支給額

補充困難な医療職給料表(１)適
用者（医師）に支給：49,100～
308,600円

支給額

319,444千円

55,754円

456,000円

初任給調整手当

同じ

同じ

1,130,421千円

383,644千円

異なる 943,590円

5,659,669

国の制度
との異同



５．特別職の給与等の状況（令和2年4月1日現在）

（注） 加算率のうち、①は給料及び地域手当に加算する率であり、②は給料又は議員報酬に加算する率です。

（注） 「１期の手当額」は、１期（４年＝４８月（教育長は３年＝３６月））勤めた場合の退職手当額です。

8,033,760円

4,961,280円

加算率※１２月

－

任期毎

教育長 　　　　給料月額×０．２１×在職月数 5,987,520円 任期毎

任期毎

1,210,000円

951,000円

797,000円

608,000円

29,040,000円

期末手当

1,179,000円

任期毎

953,000円
648,000円

779,000円
1,061,000円

　　　　給料月額×０．５０×在職月数

　　　　給料月額×０．３３×在職月数

977,000円

６月

500,000円

841,500円

支給時期

②45%

15,063,840円

792,000円 －

①20%
及び
②25%

任期毎

議長

　　　　給料月額×０．１７×在職月数

807,000円

区 分

常勤の監査委員

水道事業管理者

副市長

水道事業管理者

副議長

常勤の監査委員

副市長

(1)  給料（議員報酬）・期末手当

給料・議員報酬

さいたま市
(参考） 政令指定都市における
上段：最高額／下段：最低額

　　　　給料月額×０．２１×在職月数

873,000円

(2)  退職手当

区 分

市長

算定方式

議員

－

703,000円

１期の手当額

1,285,000円

1.575
月分

1.725
月分

3.30
月分

1.700
月分

1.700
月分

3.40
月分

計

1,599,000円
市長

教育長



６　職員数の状況

（1)部門別職員数の状況と主な増減理由

人

人）

人

人）

人

5,285 (2,269)

(103)

1,341

(6,177)

(900)

66 (12)

707 (102) 703 (99)

1,326

7 (2)

63 (12) 63 (11)

7 (2)

2,026 (1,315)

927 (348) 929 (362)

(1,291)1,983

34 (7) 34 (9)

6,135 (3,431)

63 (13)

5,233 (2,218)

病院

下水道

小　計

農林

一
般
行
政
部
門

消防部門

商工

土木

民生

税務

(367)

321 (99) 307 (92)

1,128 (344) 1,150

（各年４月１日現在）

-14

43

2

6,837 (3,854)

52

(49) (54)

12,694 (5,698) 13,463

1,673 (837) 1,747

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　 　門 その他

[ 15,659］

371 (52)水道

(100)

921 (667)

＜参考＞

1

843

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。

　　　２　(  　 )内は、女性職員の内数です。

[ 15,659］ [ 0］ 人口10,000人当たり職員数　　　　　　　　　　

合　　計 (6,535) 15,210 (7,077)14,367

138 (18)

243

　　　３　[     ]内は、条例定数の合計です。

　　　　　　　　区　　分

　部　　門 令和2年平成31年

職員数

普
通
会
計
部
門

教育部門

計

小　計

議会

労働

総務

衛生

73

0

371 (54)

139 (17)

243

994 (726)

主な増減理由

-4

115.7

74

15

0

102.4

108.9

対前年
増減数

0

3

769

702

0

0

22

消防業務の増

（類似団体の人口10,000人当たり職員数

看護業務の増、診療業務の増、患者支援センター新
設による増

＜参考＞

人口10,000人当たり職員数　　　　　　　　　　

下水道管理業務の増

＜参考＞

人口10,000人当たり職員数　　　　　　　　　　

（類似団体の人口10,000人当たり職員数

小・中学校教職員の増、大宮国際中等教育学校教職
員の増、大宮西高等学校廃止に伴う減

40.2

45.1

国勢調査業務の増、オリンピック・パラリンピック業務の
増

市税事務所開設に伴う減

児童福祉司の増、保育園保育士の増

環境施設整備業務の増

経済政策業務の増

都市計画業務の見直しによる減



（2)年齢別職員構成の状況（２年４月１日現在）

　

(  　 )内は、女性職員の内数です。

(3)職員数の推移

( )

( )

( )

( )

( )

( )

（注）　職員数は、各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。

1,7552,001

5,038 5,233

35歳 39歳

～

人

区　分 計

23歳 27歳

6,837

1,904 1,517

31歳

人 人

1,424

43歳 47歳 51歳

7,577 77.7%

18.1%

68.0%

1,419

1,326

5,150

13,967

３０年

5,2855,017

13,766総合計

5,019

1,479

普通会計計

公営企業等会計計

7,581

1,513

1,284

52歳

２７年

9,056

２９年

1,302

9,094

5,850

12,190

1,576

２８年

人 人

未満

～ ～ ～

人人 人

32歳 36歳 40歳

～ ～

20歳 20歳 24歳 56歳28歳

　　　　　　　年　　度

　部 門 別

教　育

消　防

一般行政

過去5年間
の増減数（率）

人 人

59歳 以上

60歳44歳 48歳

1,662

5,886

6,135

12,694

1,341

13,463

5,834

2681,747

12,305

人

～ ～ ～ ～

人 人

55歳

(496) (166)

15,210

(7,077)

14,367 15,210

1,175 1,180

1,673

372

1,283 5.3%

266

5,553

67

（単位：人・％）

5.3%

432.5%

３１年 ２年

職員数

(3) (540) (1,028)

21

6,154

(688)

1,3211,274

1,281

853

(927) (768) (720) (655)

1,589

(601) (485)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

構成比

５年前の構成比

%



７　公営企業職員の状況
 水道事業

① 職員給与費の状況
ア　決算

総費用に占める

職員給与費比率

　　　　　　Ｂ／Ａ

（注）　資本勘定支弁職員に係る職員給与費668,103千円を含まない。

区分 職員数

Ａ

元年度 人

371

（注）　１　職員手当には退職給与金を含まない。

   　   ２　職員数は、令和2年3月31日現在の人数である。

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和2年4月1日現在）

歳 円 円

45.0 歳 円 円

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

１人当たり平均支給額（元年度） １人当たり平均支給額（元年度）

千円　 千円　

（元年度支給割合） （元年度支給割合）

　　　　　　　　期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当期末手当 勤勉手当 　　　　　　　　期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当期末手当 勤勉手当

2.60 月分 1.90 月分 2.60 月分 1.90 月分

（1.45） 月分 （0.90） 月分 （1.45） 月分 （0.90） 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ  退職手当（令和2年4月1日現在）

月分 月分 月分 月分
月分 月分 月分 月分
月分 月分 月分 月分
月分 月分 月分 月分

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、令和元年度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ  地域手当（令和2年4月1日現在）

％ 人 ％

勤続35年 39.7575 47.709 勤続35年 39.7575 47.709
勤続25年 勤続25年
勤続20年 19.6695 24.586875 勤続20年 19.6695 24.586875

28.0395 33.27075 28.0395 33.27075

区分 総費用 純損益又は実 職員給与費 （参考）

千円　 ％　　　　

567,814

さいたま市水道局 一般行政職

1,396,533 456,742 649,939 2,503,214 6,747 6,790

千円　 千円　 千円　 千円　 千円　 千円　

給　　　　　　　　与　　　　　　　　費 一人当たり給与費

支給職員1人当たり平均支給年額（令和元年度決算） 561,678 円

支給実績（令和元年度決算） 240,960 千円

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）
さいたま市 15 429 15

1人当たり
平均支給額

1人当たり
平均支給額

20,602 千円 2,670 千円 22,413 千円

最高限度 47.709 47.709 最高限度 47.709 47.709

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20%加
算）

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20%加
算）

さいたま市水道局 一般行政職

支給率 自己都合 勧奨・定年 支給率

団 体 平 均 370,758

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

さ い た ま 市 水 道 局 40.2 370,299 557,912

1,587 1,604

自己都合 勧奨・定年

（参考）指定都市平均

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ Ｂ／Ａ　　 一人当たり給与費

元年度 千円　 千円　 ％　

25,965,950 4,562,526 2,589,919 9.97 10.00

質収支 30年度の総費用に占

Ａ  Ｂ　 める職員給与費比率



エ  特殊勤務手当（令和2年4月1日現在）

千円

千円

千円

千円

オ  時間外勤務手当

（注）１　時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。
　　　２　職員１人当たりの平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（各年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の総職員数

　　 （管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

カ  その他の手当（令和2年4月1日現在）

限度額 同じ

自ら所有する住宅 廃止 同じ

支給実績（令和元年度決算） 35,092 千円

支給職員1人当たり平均支給年額（令和元年度決算） 222,103 円

さいたま市水道局 一般行政職との異同
配偶者 6,500円 同じ

日額300円

上水道作業手当 埋設水道管の補修等の現場作業業務 10 日額250円

支給実績（令和元年度決算） 93,782 千円

職員1人当たり平均支給年額（令和元年度決算） 242 千円

日額1,000円

危険手当
配水管理事務所 高圧電気、次亜塩素等有害薬剤を取り

扱う業務
495 千円 日額150円

配水課

有害薬剤取扱業務手当 水質管理課
労働安全衛生法施行例別表第３・第６
の２に規定する物質の取り扱い業務

345 千円 日額150円

清掃業務手当 配水管理事務所 次亜貯蔵タンク、配水池の清掃業務 947

滞納金徴収業務手当 営業所
庁外における水道料金等の困難な滞
納金徴収業務

0 千円 日額250円

用地交渉等業務手当 従事した職員 土地取得等の交渉業務 0

支給単価

災害対策業務手当
指定管理職員とそ
れ以外の庁外従
事職員

災害発生時におけるその対策業務 80 千円 日額1,000円

日額310円

給水停止業務手当 営業所
使用料等の滞納処分として行う給水停
止の業務

0 千円 1件300円

借家・借間 27,000円

配偶者を有しない者の扶養親族1人目 10,000円 同じ

配偶者以外の扶養親族
1人につき
10,000円

同じ

満16歳の年度初めから満22歳の
年度末までの子1人に対する加算

5,000円 同じ

（イ）　住居手当

支給実績（令和元年度決算） 32,230 千円

支給職員1人当たり平均支給年額（令和元年度決算） 295,683 円

さいたま市水道局 一般行政職との異同

支給実績（平成30年度決算） 103,647 千円

職員1人当たり平均支給年額（平成30年度決算） 266 千円

（ア）　扶養手当

従事した職員

工務課

特殊車両等運転業務手当 特殊車両等の運転等の業務 31

手当の種類（手当数） 9
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和元年度） 22.61 ％

支給実績（令和元年度決算） 1,908 千円

支給職員1人当たり平均支給年額（令和元年度決算） 19,671 円



特別勤務手当

（ウ）　通勤手当

支給実績（令和年度決算） 38,065 千円

支給職員1人当たり平均支給年額（令和元年度決算） 95,640 円

支給職員1人当たり平均支給年額 21,833 円

管理職員

管理職手当
管理又は監督の地位に
ある職員に支給

支給実績 39,336 千円

支給職員1人当たり平均支給年額 936,571 円

臨時又は緊急の必要に
より、週休日又は休日等
に勤務した指定管理職
員に支給

同じ※１月当たりの支給限度額 55,000円

（エ）　その他
手当名 手当内容 支給実績（令和元年度決算）

支給実績 524 千円

さいたま市水道局 一般行政職との異同

 交通機関等利用
6か月定期など、最も経済的
かつ合理的である支給単位
期間の額

同じ

 交通用具使用
用具使用距離に応じ、

同じ
2,000円～31,600円


